
技術情報NO.99

26年目のスギ26品種
一一三郷村のスギ品種導入試験地について一一

はじめに

スギは日本でもっとも多く植えられ、日本を代

表する造林樹種として知られています。造林の歴

史も古く、また全国各地で挿し木などによって地

域に見られた優良なクローンを育成させ、多くの

品種が選抜されています。

これらの品種を長野県内に導入した場合の生育

特性を検討するために、 1971年(昭和46年)三郷

村に設けられたスギ品種導入試験地の現状を調査

しましたので報告します。

試験地の概要

試験地は南安曇郡三郷村大字小倉字陣ヶ原地籍

(三郷村17ーは-5林班)にあり(図-1)、全国

各地から譲り受けた26品種のスギが植えられ、現

在26年生になっています。これらは実生のクマス

ギを除き、挿し木によって増殖されたもので、図-

2にあるように九州など西日本で選抜された品種

が多くなっています。
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図ー 1 試験地位置図 (1: 50，000 r松本J)

調査結果

1997年11月現在、 26品種で合計452本が成立し

ており、植裁した品種は寒害や雪害などの被害を

受けることなくすべて残っていました。

今回は、この試験地に植裁されている全立木の

胸高直径と、平均的な胸高直径の木について樹高

を調査しました(表)。

その結果、現在もっとも良好な成長を示してい
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民験地の立地環境

線高 970m

年平均気温 9.10C 

年降水量 l，100mm 

量大積雪深約40cm

図-2 値裁されたスギの産地
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たのが、樹高では熊本県産のクモトオシ、胸高直

径では佐賀県産のイワオスギでした。これらのス

ギは、いずれも初期の成長が早い早生型として知

られています。特にクモトオシは雲を突き抜ける

ほど成長がよいことから名付けられたスギで、三

郷村でも飛び抜けて樹高が高くなっていました。

一方、ミネヤマスギ、アヤスギ、メアサなどは、

樹高も低く、胸高直径も細いなど成長はよくあり

ませんでした。これらは、晩生型の系統(アヤス

ギ、メアサなと)や、年輪幅の詰まった成長を示

す北山杉の系統であるミネヤマスギなど、若いう

ちは太くなりにくい品種でした。

このように植裁されたほとんどの品種は、これ

までに知られている遺伝的特性を示して生育を続

けていることが明らかとなりました。

表品種別の成長状況

No 品種名 産地本数胸高直径(cm) 樹高(m)
lニホンハ事レ 栃木県 4 23. 3 18.5 0 
27イオイ 11 6 25. 2 0 17.8 
3タマ/スギ 11 14 21. 3 18.5 

4夕刊ケ3号 11 15 19.3 x 16. 8 
5tン7'スギ 千葉県 31 20. 3 13.5 X 
6 ;Ii'カスギ 富山県 16 21. 3 15.0 x 
7'7スヤ7スV H 14 17.5 17.0 

8ナミ7イスV 長野県 13 18.2 x 17.5 
9ク7スキー 11 13 21. 2 18. 5 0 
10実生クマスキe 11 15 24.1 0 17.8 
11イトシロA"" 岐阜県 10 22. 7 16.8 
12ヒ月.モスキ' H 13 20. 3 18.0 
13 ミネヤ7スギ 京都府 23 16.4 X 14.0 X 
14シハ、7 11 36 20. 5 16.0 
15トミススキ. 兵庫県 7 22.0 18. 8 0 
16オキノヤマスキ' 鳥取県 7 17.4 X 19.5 0 
17イワオスV 佐賀県 13 28.2 @ 19.0 0 
18メ7t 11 17 20.4 14.0 X 
19クモトオシ 熊本県 44 23. 3 22. 0 @ 
20ウラセ，:N 大分県 13 22. 0 17.5 
21 t7"クグリ 11 21 23. 3 17.0 
227tスY /1 29 17.5 x 13.0 x 
23トt7カ 宮崎県 20 23.7 0 18. 3 
24 ;l(リン /1 22 23.5 0 16. 5 
257オドサ 11 29 20.5 15. 5 
26オt'7カ 11 7 19.7 15. 5 
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写真鼠験地の機子

それでも中にはポカスギのように、本来の性質

では早生型でありながら成長が悪い品種もみられ

ましfこ。

最後に

設置から26年を迎え、三郷村に植裁されたスギ

品種は、現在も品種の特性を示して生育していま

す。幸いなことに、調査地の脇に林道安曇野線が

通っており、容易に見学することが可能になって

います。

なお今後は、成長とともに重要な因子である材

質についても調査を進め、長野県で良好な生育を

示す有用な品種を見い出す一助になればと思って

います。

最後になりましたが、試験地の所有者である三

郷村外ー町一ヶ村北沢山林組合と、あづみ森林組

合の関係者のみなさまにこの場をお借りして感謝

申し上げます。
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